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＜連絡事項＞
・12月8日（月）の地震に関して、作業療法室では物の散乱が目立つが大きな被害はないが、通所リハGよりボイラー・エレベーターが稼働しないとの報告あり。また屋上の貯水槽破損あり、西病棟・東病棟を繋ぐ階段（Ａユニット付近）から水漏洩しており、現在修復中との報告
あり。
・地震の影響によりボイラー故障中のため、復旧するまでは入浴・シャワー浴中止となる。
・本日の皮膚科診察は、土井Ｄｒの都合により中止となる。

＜入室状況＞
【入院】
・保土澤　光子様～東病棟Bユニット1号室へ任意入院となる。
【退院】
・蛭子　修様～東病棟合併症室より自宅へ軽快退院となる。
【転出】
・間澤　ハル様～東病棟Cユニット6号室　→　南病棟Bユニット102号室
【ユニット移動】
・大阪　優佳様～東病棟Aユニット8号室→東病棟Cユニット7号室
＜患者様連絡事項＞
[bookmark: _GoBack]・中村　雅子様～主治医より退院許可あり、10/20（土）10：00退院予定となる。

・大阪　優佳様～本日点滴中止の指示あり、12/16（火）より携帯電話使用許可あり。

・太田　省三様～主治医より家族が同意後、携帯電話使用するよう指示あり。

・伊藤　誠様～本人希望もあり、主治医指示にて退院時処方のＰＬ顆粒のみ除剤となる。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。開放中他室侵入繰り返し落ち着かない様子あり早めに終了している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。眼光鋭さあるもスタッフ対面時は不穏興奮なく過ごされている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～終日隔離中。朝食配膳は男性スタッフ含む2名で対応。全量摂取し食器類を隠すなどの行為はなく、興奮や粗暴行為なし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・福村　秀吉様～終日隔離中。他者の名前を大声で呼ぶ。自室内を落ち着きなく歩き回っている。「殺すぞ」等叫んだりドア蹴りあり粗暴的言動見られている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜入院患者様情報①＞
日　　時：令和7年12月9日　12：30
　氏　　名：保土澤　光子（ほどさわ　みつこ）様　
　生年月日：昭和10年10月23日(82)
　病　　名：不安神経症
　合併症　：なし
　性　　別：女性
　主 治 医：小栁Dr.
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Ｂユニット

　＜経過＞
　八戸赤十字病院へ不安神経症で入・通院歴あり。夫が他界し現在、おいらせ町
　にて独居。H21年から現在まで同院へ通院中。R7年11月12日に予約外に長男と
　共に受診。その際、息の荒さや焦燥感・幻覚・妄想を訴えており、長男より以前
　同院入院中と同様の状態になっているとの訴えあり。幻覚・妄想の内容と
　して、見張られているとか殺されるなど訴えているとの事。もともと焦燥感は
　あるが、幻覚等の訴えは11月に入ってから。現在は、長男宅で過ごし、同年11月
　12日受診時と比較し状態改善傾向で切迫度も減少傾向だが、本人からも入院治療
　の希望あり、当院への相談に至る。Ｒ7年12月9日当院受診し診察の結果、東病棟
　Ｂユニットへ任意入院となる。

＜入院患者様情報②＞
　日時：令和7年12月9日　15：47
　氏　　名：井畑　芳則（いばた　よしのり）様　
　生年月日：昭和59年2月26日(41)
　病　　名：統合失調症
　合併症　：なし
　性　　別：男性
　主 治 医：金Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Ａユニット

　＜経過＞
　八戸工業大学付属第一高等学校卒業後、南部町内の建設関係の会社に勤めていたが
、就労環境が合わないとの理由で3年程で退職。その後は自宅内にてパソコンを使用し
たアルバイト程度の仕事をおこなっていた。自宅内で仕事をするようになってから、
宗教団体顕正会へ入会。宗教活動を熱心に行っていた。また、同時期頃にも「殺され
る」等と騒ぐことや、食事を摂らない・不眠などの様子も見られていた。その後も、
自宅にて作業を行うことや宗教の勧誘活動などを行いすごしていた。親戚にも勧誘を
行っていたことにより、親戚との関係性も悪化傾向ではあった。
令和2年8月2日、夜間帯に「隣の奴が入っている顕正会は別の部類の宗教団体だ」など
の考えから、隣の自宅に訪問。しかし隣人も鍵を掛けて対応しなかったことから、呼
び鈴を鳴らし続ける行動が見られていた。その為、警察署に通報。警察署内でも幻覚
妄想状態が持続しており、念仏を唱える事や独語している様子なども見られていた為
、23条通報。保健所職員に対して「創価学会だろ、お前ら！！」等と話す事があった
。また、「命が狙われている」等と訴える事や、奇異行為も見られており、職員が保
護室の扉を開けると易怒的になる様子も見られている。保護室内に居る際にも、「電
車に乗っている」等と話し、警察署に居ることを理解できていない様子も見られてい
た。その後令和2年8月3日当院へ措置入院、その後令和6年4月15日に当院へ医療保護入
院となり、令和6年6月4日自宅退院となる。令和7年12月9日12：25南部町役場より本人
宅を訪問中、本人より眠剤服用後も眠れず食欲低下もあるとの訴えあり。訪問看護五
福スタッフが14時頃訪問した際、本人の整容は乱れており、尿臭・便臭あり。机には
新品の包丁が箱から 出た状態で置かれている状態で希死念慮尋ねるも否定も肯定もせ
ず無言のまま。当院受診に拒否はあるも理由喋らず、スタッフからの再三の説得にて
当院へ受診。
診察中今回不調を呈した理由について「（信仰の対象であった）大聖人様を疑ってし
まった。地獄に落ちる。」と語り、幻覚妄想著明。持効性注射剤の投与下でも症状増
悪していることから入院治療必要と判断され、東病棟Ａユニットへ医療保護入院とな
　　　　　　
